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平成14年7月広報たまかわ

現
在
、
市
町
村
合
併
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
、
議
会
の
一
般
信
一
間
の
中
で
、
村
と
し
て
の
考
え
方
や
今
後
の
進
め
方

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
市
町
村
合
併
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

玉
川
村
の
将
来
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
今
月
口
ち
か
ら
村
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

「
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
患
い
ま
す
。

な
ぜ
令
、

市
町
村
合
併
な
の
か

日
常
生
活
圏
の
拡
大

日
常
の
生
活
闘
拡
大
も
大
き
な

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
動
車

の
普
及
、
道
路
網
の
整
備
に
よ
り

他
町
村
へ

の
通
勤
が
可
能
と
な

り
、
日
常
生
活
圏
が
町
村
界
を
越

え
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
(
文
化
セ

ン
タ
ー

-

体
育
館
、
公
園
等
)
な
ど
も
広
く

使
用
き
れ
て
い
ま
す
が
、
維
持
管

理
は
施
設
が
あ
る
市
町
村
が
行
っ

て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
ご
み
処
理

・
消

防
・
介
護
な
ど
既
に
広
域
で
処
理

し
て
い
る
事
務
・
事
業
も
あ
り
ま

第4回

令月号では労働力状態(15歳以上対象)について、平成2年国勢調査の結果と比較しながらお知らせいたします。

調査結果を比較すると、完全失業者が平成2年謂査時に比べ男女とも2倍以上になっており、非労働人口では家事に

従事する女性が約36%増えています。

これは現在の経済情勢力T大きく影響しているものと思われます。

平成14年7月

【労働力状態、男女別15歳以上人口】

広報たまかわ

す
。生

活
圏
の
拡
大
で
市
町
村
の
境

界
も
拡
大
す
る
必
要
性
が
出
て
き

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行

平
成
十
三
年
一
月

一
日
現
在
の

玉
川
村
の
老
年
人
口
六
十
五
歳
以

上
は
千
五
百
二
十
五
人
、
年
少
人

口
O
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
は
千
二

百
九
十
七
人
、
生
産
年
齢
人
口
十

五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
は
、
四

千
八
百
六
十
一一一
人
で
、
そ
の
割
合

は
、
老
年
人
口
十
九
・
八
四
%

年
少
人
口
十
六

・
八
七
%

生

産

年
齢
人
口
六
十
一
一
了

二
九
%
と
な

っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
は
進
む

も
の
と
考
え
ら
れ
、
福
祉
費
用
の

増
大
と
就
労
者
人
口
減
に
よ
る
財

政
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況

地
方
分
権
を
始
め
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
新
た
な
事
務
・
事

業
に
対
応
す
る
た
め
財
政
支
出
は

益
々
多
く
な
り
、
反
面
、
財
、
源
の

確
保
は
困
難
な
状
態
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

玉
川
村
の
交
付
税
は
平
成
十
三

年
度
で
収
入
の
三
十
七
%
と
大
き

く
、
国
は
巨
額
な
借
金
を
し
て
お

り
、
人
口
五
万
人
以
下
の
市
町
村

に
は
交
付
税
を
段
階
的
に
減
じ
て

行
く
と
し
て
お
り
、
収
入
源
へ
の

影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
c

労働刀人口 非労働刀人口

| 男女別
総数

号忌

※ 労働力 就業者
F 

調宣:q:i:欠
合計 状態[不詳J

完全
をさむ。 失業者

総数

主に仕事 ほわ、{士事 かたわら 休業者 家事 通学

仕 事

41 2 

i 
236 385 

3.236 I 1加 5 I 1，417 5 24 242 487 

400 7 478 872 

2阻 2，323 2，262 33 1 27 297 

r 3，017 1
1，876 1お 9 I 

472 200 446 

1 5四 4，1回 ! 3651 | 505 63 1，673 I 494 436 743 1 

日からの分別収集j説閉会のお知らせr10月1
地
方
分
権
の
進
展

地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ

実
施
段
階
に
入
っ
て
き
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
は
村
氏
と
村
(
行
政
)
が

一
緒
に
責
任
を
持
っ
て
、
個
性
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
時
代
で
す
。

市
町
村
合
併
は
そ
の
手
段
と
し

て
国
の
重
要
施
策
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
情
報
化
社
会
、

環
境
保
全
、
男
女
共
同
参
商
社
会
、

福
祉
行
政
等
に
よ
る
新
た
な
行
政

需
要
が
生
ま
れ
専
門
的
な
知
識
、

資
格
を
有
す
る
職
員
の
確
保
と
的

確
か
つ
効
率
的
な
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

国
等
の

合
併
支
援
策
の
期
限

市
町
村
合
併
は
今
に
始
ま
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在

の
よ
う
に
全
国
的
に
話
題
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
国
や
県
は
市
町
村

合
併
を
勧
め
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な

平成14年10月 1日から、石川地方のごみ処理体制が大きく変わります。

新しいごみ処理体制と分間方法等の説明会を下記の己程で開催しますので、お知らせします。

※時間i誌、各会場とも午後ア時"-'9時となっております。(問い合わせ先 役場住民課

2 

支
援
策
を
講
じ
て
お
り
、
市
町
村

合
併
特
例
法
な
ど
期
限
(
平
成
十

七
年
一
二
月
)
が
設
定
さ
れ
て
い

る

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
、
こ

れ
か
ら
の
市
町
村
は
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

行
政
需
要
に
対
応
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
対
応
の

一
環
と
し
て
市
町

村
合
併
及
び
広
域
連
合
を
含
め
村

民
と
共
に
検
討
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん。

来
月
号
で
は
、
「
効
果
と
問
題

点
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

用語解説
画市町村合併 '日恥

三つ以上の市町村の区域の全部若しくは一部!こ市

町村を置くかー他の市町村仁編入する事で、市町村
の数の減少を伴うもの。

ー広域連合

構成市町村の広域計画仁塁づき行う事務・事業

(例:石川地方生活環境施設組合、須麓川地方広域

消防組合等)

月 自 場 戸行 月 日 場 所

7月17日(水) i幻 屋 ~司，、、 民 8月7日(水) 北須釜生活改 善センター

7月22日 jiq辻新 田農.業研 修所 8月9[ヨ(金) 蒜生農業構造改善センタ ー

7月24日 J仁'i 集 ヨ1ミh 所 8月19日(月) )11 辺 FJ7P、、、 民 自iWi

7月29日(月) 青井沢集荷所(上・ F組) 8月21日(水) 1局 集 ぷZλ王 所

8月1日(木) 玉川村 須釜公民 館 8月23日(金) 中生活改善センター

半 一ιコ寸 Ij_一戸l、 民 自白 8月26日 (月) 岩法寺農業構造改善センタ ー

8月5日(丹) (狸穴・ よ|二沼 ・千五沢 ・

小半弓 1・2組) 8月28日(水) 竜 111奇 集 ぷZλ" 月7

1l57-4624) 

3 



H
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
情
報
日

平成14年7月

住
民

広報たまかわ平成14年ア月広報たまかわ

躍罰-置圃

人

住
民
票

村では、住民塁本台帳ネットワークシステム全国一高稼動(平成15年

8月予定-下図②)に向け整備を進めています。そのさきがけとして、

本年8月5日以降、下図①について順次実施されます。、喝、
平成14年

4情報(氏名・生年月白・性住民基本台帳ネットワークシステムは、

別-住所)住民票ゴードととれらの変要情報により全国共通の本人確認

を可能とする地方公共自体のシステムで、電三子政府・電ミテ自治体を実現スローガン fあわてるな はやる心に ベルト締めJ
期間平成14年 7 月 16 日 ~7 月 25日までの 10日間 するための塁盤となります。

ネットワークシステムからの情報を正確・迅速に取住民票コー

ー
ド
や
も

5日以降、役場住民課より、世帯

ごと 1人ひとりに付定された住民票コード番告を通知します。

通知された住民票コー刊誌合後、行政機関への届出・申請の擦に求

り出すために必要不可欠であり、 8

められることがありますので、大切に保管してください。

詳しくは、先に各戸配布しておりますパンフレットをご覧ください。

今後、住民基本台帳ネットワークシステムに関する情報を随時掲載し

ていきます。

岱 57-4624

図@
・平成14年8月以降I1慎;欠実施・.. . . . . . . . . . . . . . 

役場住民課ー問い合わせ先

運
動
の
目
的

こ
の
時
期
は
、
子
ど
も
が
屋
外

で
活
動
す
る
機
会
が
増
加
し
、
夏

特
有
の
暑
さ
や
行
楽
に
よ
る
波

労
、
解
放
感
に
よ
る
危
険
な
運
転

等
を
原
因
と
し
た
交
通
事
故
が
多

発
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
民
一
人

ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
責

任
を
自
覚
し
、
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、
交
通
ル

i
ル
の
遵
守
・
交

通
マ
ナ
l
の
実
践
を
習
慣
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
止

を
阿
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
口

誌票何瓦¥
"忘れてしまったわ/

九一一一一一一-~ 

諸表憶
にみ

己〉

女悪質・危険な運転と過労運転の追放

l女子どもと高齢者の交通事故防止

女シートベルトとチャイルドシートの着用の

人徹底

重点実施事項

4 

密@
・平成15年8月実施予定・.. 

幽限切 :tIs ・
E3増庄司自由1陣録制瞳i[.~J~G[.J9~~蚕轟

/元しØ'ltLJL， ìBよ~'.
¥， 2回ち役所!こ行くのは大変ね/

--------ーァ

四曹華麗謀璃覆彊
「一一一一一一一一一一一一一一一「

玉
川
村
農
業
委
員
会
委
員
一

任
期
満
了
に
伴
う
平
成
十
四
年

七
月
七
日
執
行
の
玉
川
村
農
業
委

員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
七
月
二

日
に
立
候
補
者
届
出
の
受
付
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
候
補
者
の
数
が
定

数
(
十
一
一
一
名
)
を
超
え
な
か
っ
た
た

め
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
七
日
午
前
九
時
か
ら
役
場

北
庁
舎
で
選
挙
会
が
行
わ
れ
、
候

補
者
十
三
名
全
員
の
当
選
が
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
前
十
時
か

ら
同
所
で
当
選
証
書
の
付
与
式
が

行
わ
れ
、
仁
井
田
保
雄
選
挙
管
理

委
員
長
か
ら
ヰ
選
者
一
人
ひ
と
り

に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
し
い
委
員
の
任
期
は
、

七
月
二
十
日
か
ら
一
六
年
間
と
な
り

ま
す
。
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で

す。(
立
候
補
届
出
順
)

矢
吹
金
一

岡
谷
一
房
夫

岩

谷

利

秋

無

新

無

現
共
産
現

般
選
挙

無
投
票
で
日
名
当
選

当選証書付与式のようす

54 65 55 

瀬有小橋三須小渡佐須
谷賀針本瓶藤原透久藤

問主主
竹明利 次

力一昭和〈勝郎

現現現現新新現新新現

61 59 53 53 54 50 65 51 57 55 

武秀
義夫

主正銀 f託証担保鑑一匁E 姐:鑑

広
υ



平成144ア月広報たまかわ

平成14年度

第
三
十
六
同

玉
川
村

村
民
登
山
〈
云
は
、
六
月
二
十
九
、

三
十
日
に
か
け
て
総
勢
六
十
九
名

が
需
森
県
の
岩
木
山
、
ハ
甲
田
山

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

岩
木
山
神
社
を

参
拝
し
登
山
を
開
始

一
十
九
日
は
快
晴
の
中
、
津
軽

富
士
と
呼
ば
れ
る
標
高
一
、
六
二

五

m
の
岩
木
山
に
挑
み
ま
し
た
。

‘
行
は
岩
木
山
神
社
で
参
拝
し

道
中
の
無
事
を
祈
願
し
て
、
獄
温

泉
登
山
口
か
ら
登
山
を
開
始
し
ま

三一
C

J

二ゐ
J

7

4

こ

L
主
ヨ
、

F
J、ぇ

1
し
ナ

/
l
M
h
7
u
i
v
/
/
I
仁

仁

ハ

寸
λ

一
時
頃
に
山
頂
に
到
着
し
昼
食
・

休
憩
を
取
り
ま
し
た
。
山
頂
に
は

岩
木
山
神
社
奥
宮
が
あ
り
、
各
々

参
拝
し
て
い
ま
し
た
。

げ
不
思
乃
変
、
一
一
裕
一
、
幻
乃
途
に

{
2
(
i

…

i
-
i
{
i
i
 

就
き
午
後
五
時
一
頃
に
全
員
無
事
に

下
山
し
、
酢
ヶ
湯
温
泉
で
一
日
の

疲
れ
を
取
り
ま
し
た
。

三
十
日
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
午

前
五
時
に
宿
を
出
発
、
八
甲
田
山

最
高
峰
の
標
高
一
、
五
八
四

m
の

平
成
十
四
年
度
の
東
京
玉
川
〈
一
口

総
会
は
、
七
月
七
日
(
臼
)
正
午
か

ら
東
京
都
文
京
一
以
一
の
苔
渓
会
館
で

開
か
れ
、
会
員
六
十
七
名
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
事
務
局
か
ら
十
三

年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
の
報

告
と
十
四
年
度
の
事
業
及
び
予
算

(
案
)
が
提
案
さ
れ
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
新
た
に
玉
川

村
の
中
掌
生
を
対
象
に
芸
術
鑑
員

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

ま
た
、
〈
云
長
仁
大
木
吉
孝
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

賑
や
か
に
懇
親
会

総
会
終
了
後
、
会
員
と
村
関
係

者
を
交
え
て
の
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

懇
親
会
に
入
る
と
、
会
場
の
雰

囲
気
が
と
た
ん
に
和
ら
ぎ
、
お
互

い
に
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
り
、

背
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
会

場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
笑
い
が

聞
こ
え
、
終
始
賑
や
か
な
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
村
か
ら
の
特
産
品

な
ど
が
当
選
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

民
登
山
会

大
岳
を
目
指
し
ま
し
た
。
大
岳
か

ら
井
戸
岳
、
赤
倉
岳
と
峰
々
を
走

破
し
午
前
十
二
時
三
十
分
頃
に
山

頂
公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

山
頂
で
は
、
雲
海
の
中
に
太
平

洋
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
登
山

の
醍
醐
味
・
爽
快
感
を
じ
っ
く
り

と
体
感
し
ま
し
た
。

山
頂
か
ら
は
延
長
二
、
四
五
九

m
も
あ
る
ロ

i
プ
ウ
ェ
イ
で
周
囲

の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
下
山

し
、
酢
ヶ
湯
温
泉
で
休
憩
を
取
り
、

午
後
七
時
三
十
分
、
全
員
無
事
に

玉
川
村
に
到
着
し
ま
し
た
。

6 
再会を喜び、いっしょに記念撮影役員紹介のようす大岳フユツテにて大岳山頂にて

ア
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体

連

県

南

大

~ 
z4 

卓

球

(

個

人

シ

ン

グ

ル

ス

)

矢

部

君

田

5
ζ
t
r

柔
道
(
貯
匂
級
)
西
牧
さ
ん
(
刊
匂
超
級
)
佐
藤
さ
ん

a
u
E肱

広報たまかわ

六
月
十
二
、
二
、
二
十
日
の

一
一
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
中

体
連
県
南
大
会
に
お
い
て
、
卓
球

男
子
の
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
で
矢
部

重
徳
君
(
泉
中
)
が
、
ま
た
、
女
子

柔
道
の
幻
勾
級
で
西
牧
佑
加
さ
ん

(
泉
中
)
、
川
均
超
級
で
佐
藤
愛
子

さ
ん
(
泉
中
)
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し

ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

男
ヱ
J
E

串
啄

団

体

二

位

須

釜

中

掴
人
シ
ン
グ
ル
ス

優

勝

矢

部

重

徳

(

泉

中

)

同
三
位
石
森
達
也
(
須
釜
中
)

女
予
卓
球

個
人
ダ
ブ
ル
ス
三
位

大
野
亜
希
・
大
川
内
菜
月
組

(
須
釜
中
)

57 52回女
優 kg三 kg体予

級位級土柔
道

泉
中

五
十
嵐
麻
衣
(
泉

西
牧
佑
加
(
泉

平成14年7月

8v 
広報たまかわ

/ 

70 

型円優越
位イ立勝級

佐
藤
愛
子
(
泉
中
)

緑
川
智
恵
美
(
泉
中
)

関
根
恵
子
(
泉
中
)

中中

菌
を
付
け
な
い

-
一
国
は
魚
や
肉
、
野
菜
な
ど
の
金

口
∞
に
付
い
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
の
菌
を
手
や
調
理

器
異
な
ど
か
ら
他
の
食
ロ
凹
に

付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(
二
次
汚
染
に
は
注
意
し
ま
し

ょ
一
つ
)

-
手
や
調
理
器
具
、
盛
り
付
け
る

食
器
は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

菌
を
増
や
さ
な
い

-
菌
は
叩
℃
以
ょ
に
な
る
と
急

に
増
え
出
す
の
で
、
食
口
叩
は
室

内
で
放
量
せ
ず
冷
蔵
庫
に
保

悲
し
ま
し
ょ
う
。

-
食
昆
を
員
つ
で
き
た
ら
早
め

に
調
理
し
、
調
理
後
は
で
き
る

だ
け
阜
め
に
食
べ
る
よ
う
に

。
が
け
ま
し
ょ
う
。

菌
を
や
っ
つ
け
る 愛予さん{在藤佑加さん西政重徳くん矢部

-
菌
の
ほ
と
ん
ど
は
熱
に
弱
く

高
温
で
加
熱
す
れ
ば
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
加
熱
が
不
十
分
汁

λjJrι
一
主
〉

だ
と
、
菌
が
か
え
っ
て
増
え
て
)
/
し

f
C二
4
f
p
怪

し
ま
い
、
食
中
毒
が
発
生
し
ゃ
へ
二
、
?
〉
二
翻
一

す
く
な
る
の
で
、
注
意
し
ま
し

t
L
b
A
〕
イ
議

ょ

う

。

大

{

(

j

a

~

子一
f

ーに一白馬

2

・
食
器
や
詞
理
器
白
一
一
は
、
熱
湯
や

f
k

〆
持
(
J
4
1

塩
素
系
漂
白
剤
な
ど
で
消

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第18包玉川村「家庭の日j作文コンクール実施のお知らせ

村では、毎月第3巴曜日を「家庭の日jとして、健全で明るい家庭づくり運動を推進しています。

この運動の輪が全村下に広がり、各家庭で明るく楽しい[家庭の日jが実寂されることを顧い、作文を葬集

します。

村内に窟住する小掌生以上の者

材(例示)

一家団らん、共同作業、家族会議など家族の協力によってf家庭の日jを実施した体験文。

よりよい「家庭の日jにするには、家!廷で何を工夫すればよいか、どのように努力すればよいか。

8 

1 .応募資格

2.題

① 

② 

3.規 格

400宰詰原稿用紙(84版)縦書きとします。

小掌生3枚以内、その他は3枚以上6枚以内とします。

玉川村青少年青成村民会議事務局(役場住民諜)

平成14年9月9日(月)午後 1時

先

4.応募締切

募5.応

国
民
年
金
推
進
員
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
?

平
成
十
四
年
同
月
か
ら
、
国
民

年
金
保
険
料
は
国
に
直
接
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
c

そ
れ
に
伴
っ
て
県
内
の
各
社
会

保
険
事
務
所
に
「
国
民
年
金
推
進

員
」
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
民
年
金
推
進
員
」
は
納
め
忘

れ
た
保
験
料
の
収
納
や
申
請
免
除

の
相
談
、
口
座
振
替
の
促
進
な
ど

の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昼
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
皆

こC宝くじの収益金leI:市町村の明るく住み良い

詣づくりは使われます。

さ
ん
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
夕
刻

や
、
休
日
に
も
訪
問
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
c

「
国
民
年
金
推
進
員
」
が
、
皆

さ
ん
の
お
宅
を
訪
ね
た
際
に
は
、

国
民
年
金
に
つ
い
て
開
い
て
み
て

下
さ
い
。

玉川夏祭リ第14田

花火大会中止の

お知らせ

川
一
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は

八
月
十
三
日
に
開
催
予
定
の
第
十

四
国
玉
川
夏
祭
り
に
お
い
て
、
花

火
大
会
を
中
止
す
る
こ
と
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
昼
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
昨
年
同
様
に
開
鑑
さ
れ
、

花
火
大
会
の
み
中
止
と
な
り
ま

す。

9 
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広報たまかわ

見事なウチョウランが勢揃い

第59回の山野草展は村就業改善センターにおいて開催され、

ウチョウランをはじめ231点もの作昂が出展され、村内外から

訪れた多くのファンを魅3しました。

なお、コンクールも同時に行われ、;欠の15々 が受葺しました。

，....、，

介
護
者
の
つ
ど
い

平成14年7月

要
介
護
者
を
抱
え
る
方
々
の

報
交
換
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ

と
を
日
的
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
員
の
自
慢
の
手
料
理

が
紹
介
さ
れ
、
料
理
講
習
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
出
来
上
が

っ
た
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
く

歓
談
し
て
い
ま
し
た
。

広報たまかわ

新聞作りを体験

玉川第一小学校と}II辺小掌校に福愚民笈新聞社の移動

編集局力f訪れ、兜童たちは新開のできるまでを楽しく掌習

しました。

実際に使用している割付用紙を使って学習し、力ラ一

色を作り出す仕組みに児藁たちは鷺いていました。

また、最新鋭のデジタjし力メラをのぞいたり、写真電

送システムなどを搭載した新二ユース力ーに棄込み内部

を見学したりと、賓重な体験をしました。

夫

七
瑞
久

ツ
道
ク

ナ
噂
ト

田
昌

福

車

田

井

里

添

溝

双

量

豊

社

長

報
会

民

努力賞

特別麓

銀員

代常車日

(ウチョウランの部)

村長葺 {左藤ハルエ

議長醤溝井良伸

(…自登山野草の部)

会長量奥野四郎

努力量首藤 操

室員長窟弘吾

銅員矢吹マキミ子

(造形の部)

あづま観光社員

福
島
県
障
害
者

総
合
体
育
大
会

金
メ
、
タ
ル
5
個
を
獲
得

三
主
主
、
百
七
ト
H

「
司
長
む
ね
じ

斗
ノ

J

ヱ
y
u

牙

e
f
l
一
[
一
ド
ト
レ
ピ
H

門
什
U
V
R

上
競
技
場
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
か
ら
は
九
名
が
参
加
し
て
熱
戦

を
操
り
広
げ
、
金
メ
ダ
ル
五
倍
、

銀
メ
ダ
ル
一
側
、
銅
メ
ダ
ル
一
個

を
獲
得
す
る
優
秀
な
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

本田タケノ

(花圏園芸自費)

村越正直

玉川村須釜こども脅威会連絡協議会主催の須釜地IZ
球技大会が、須釜小学校校庭と体肯館を会場に開催さ

れました。

ソフトポーん・ミニバスケットポールの2種目に熱

戦を麗開しました。

大会の結果は次のとおりです。

須釜地区球技大会

ハU
凋
s
'
E
E

女性の社会参画を目指して
磐青の会研修

石川地方醤需の会(会長 安斎キチ・蒜笠)研修会は、午前9時

30分から村就業改善センターにおいて開催され、郡山市教育委員

会笠涯学翠課 社会教青指導員安田悠菩さんが「男女共同参画社

主推進に向けてjと題して講演を行いました。安田悠号さんは、郡

山市内の小学校長を退職され、郡山市の社会教高指導員として、郡

山市男女共同参画ブラン策定に深くかかわりました。研修会には、石

川地方の各豆部から約50名が参加し、安田さんの講演(こ熱I~\に耳

を傾けていました。

河
川
、
が
き
れ
い
に

県
下
一
の
河
川
美
化
作
業
「
河
川
ク

リ
i
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が
各
行
政
区
ご
と

に
早
朝
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
川
愛
護
デ
ー
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
の

川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
河
川
敷
内
で
空

告
や
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
た
り
、
雑
草
の
刈

り
払
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
河
川
が

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
c

住
民
検
診
で

健
康
を
チ
ェ
ッ
ク

村
で
は
、
自
営
業
の
方
や
勤
務

先
で
検
診
を
受
け
て
い
な
い
点
々

を
対
象
に
、
村
内
各
地
で
住
民
検

診
を
実
施
し
ま
し
た
。

受
診
者
数
は
、
昨
年
よ
り
増
加

し
、
健
康
へ
の
高
い
関
心
度
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
住
民
検
診
で
は
保

健
協
力
員
の
皆
さ
ん
に
、
事
前
の

受
診
希
望
の
取
り
ま
と
め
な
ど
で

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
c

大会結果
・ソフトボール

優勝北須釜

21立高須釜

3位四辻

-ミニバスケットポール
優勝山小窪

2位南須釜

31立北須釜

1 1 



iZl!A1昌司の健康ごよみ

東北電力から

石川サービスセンターが
廃止になります

須公

ム，¥TT
.L>..ムム

日本脳炎予防接種・

午後C碍45分~

3"'4ヶ月児横診

午後18寺30分~

日本脳炎予防接種・

午後1時00分~

3歳児検診

午後1時00分~

.7月

16日(火)

17日(水)

村職員(高校卒程度)募集

すがま却稚園児

終戦当時の海外引揚者の方々 ヘ

保

ロホ

23臼(火)

聞8月

2日C3iZ)

26日(金)

平成15年度の村職員(高校卒寝屋)の採用候補者試験を次

のとおり実施します。

~試験職議一般事務

~採用予定人員若干名

ー駐軍験資格 昭和56年4月2日から昭和60年4月 1日まで

に生まれた者で、挙歴lま問いません。ただし、欠情事項に該

当しないこと。

~試験の方法 ①第 1次試験一ー教養試験

②第2次試験・・・直接試験(第 1次試験合格者に通知します。)

画試験の期日 平成 14年9月22日(臼)

ー試験の場所 石川町勤労蕎少年忠一ム

ー受験の申込み 申込用紙は役場で交付します。

~受付態間 平成14庄ア月17日(水)から平成14年8月16
日(金)まで

ー問合せ先

一通貨・証券などをお返ししています一

税関では、海外からの引揚げの際お預かりした次の通員

証券などをお返ししています。

・終戦後、外地から弓i揚げてこられた方が、上陸地の税関、

海運簡に預けられた通醤・証券など

・外出の集結地において、総領事館などに預けられた証券な

どのうち日本に送還されたもの

返還の申し出は、頚けられた方ご本人はもとより、ご家族

の万でも結構です。

おむあたりの万は、次のところへお問い合わせ下さい。

唾小名浜税関支醤 fi0246-9ι5151 
小名浜税関吏署相馬出張所 fi0244-3ι6130 
小名浜税関支署福島空港出張所岱0247占下1133

ー東北電刀側須翼)11営業所

=r= 962 -0838 須翼川市南町201

U0248-75-3138 

寄付ありがとうございます

皇内

口
木

{呆

1蔵6ヶ月児横診

午後18寺00分~

9"'10ヶ月克検診

午後1時30分~

ツベルクリン毘応検査・

午後18寺00分~

児
童
ら
の

fi57-4621 玉川村役場総務課

平成14年度自衛官等募集案内

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

く御礼申し!二げます。(村社会福祉協議会)

記
・北須釜の草野複次さんから

・1ヒ須釜の佐藤弘ーさんから

・古の矢吹忠吉さんから

須賀川地方広域消防組合
消防職員の募集

須費川地方広域消防組合では、平成15年度採用の消防職

員(高校卒程度)を次により葬集します。

~募集職種、採用予定人員、受験資格等

・募集職種 消防職3名程度

・受験資措 昭和52年4月2日から昭和60年4月 1日ま

でに生まれた人(学歴は間いません)

画試験の期自等

①第 1次 試 験 平 成14年9月22日(日)須翼)11市中央公民館

・教養試験、作文、性格検査

②第2次 試 験 平 成14年10月下旬の予定

(第 1次試験合格者のみ)

・口述試験(直接)、健康診断、体力検査

型受験手続 申込用紙は、消防本部総務課、消防署又は管内

の各町村役場総務課にあります。

骨量受伺期間 平成14年7月238(火)から平成14年8月22
日(木)まで

量間合せ先 須員)11地方広域消防本部総務課

岱 0248-76-3111

(6月届出分)

世帯主名
浅松
長一

良I~
良行
本人

酸次

忠吉

募集程包 募集人員 資 格 受付期間 試験期巴

j毎約70名
高卒(見込さ)

1次 9/21

航空学笠
(うち女三子若手名)

21歳未満の
8/5 2 ì.欠 10ハ 2~17

空 約65名
Z包与ζ

~9/6 3次(;g)11!1 0 
(うち女事E工芸 ~12/6 

高卒(5'e，込釜)
9/12 n欠 10/22

議護学生 径約70名 24歳来j誌の

善言
~10/1 1 2次 11/22.23

際約400名
(うち女予約35名)

般議jl主 j毎約200名 18歳以上24 8/5 1;欠 9ハ6
補写生 (うち女予約15名) 歳未i高の苦言 ~9/6 2次 10/2~8

高 空 約400名

丈一丈
(うち女予約35名)

等
(うち女吾約120名)

警{長衛士
j毎 約800名 18歳以上27 8/5 1;欠 9/16
(うち女予約55名) 歳未満のe ~9/6 2次 10/2~8
空約460名
(うち女予約40名)

等隆2 
男 篠約 5，610名

9/18 
;毎約 7008 

密接 9/20 

5t語

士ジロ 歳未満の者 ~9/6 
9/24.25 

忌誕主おめでとうございます|
(6月届出分)

保護者名

勉
合欠

之
弘
主
典
一
彦
、
王

名

奈

惟

羽

那

彩

況

愛

夢

由

美

日

水

も

彩

智

樹

期

間
抵
副
主
主
正
案
本
本
ド
刀
口
干
手

叶
ゴ
弘
司

1
1
1
4
H月

4

1

H

2

n

月

J
A
S
J
4
t

…ノ

ζ
{
」
」
ノ

H
2

出

川

門

主

庁

い

い

令

K

1

け
叶
ピ
引
に
ふ
も

λ

つ
J
川
d

h

r

語
、
寸
刀
仁
仁

え
乃

防衛庁自衛稼福器地方連絡部白河勢集事務所

白河市亨立石60-1
n0248-24-0372 

ー間合せ先

死亡者氏名
高林マツヨ
大竹ヤス
高橋 光男
小林サタ

大聖子ヨネ子
野ユキヱ

矢吹藤

地区名

J 11 辺

イシ

竜 i崎
ィシ

ィシ

や

ろ，

南須釜
ぅ，

地区名

平成14年8月1日より、石川サービスセンタ

ーを廃止し、須貫川営業所にお客さま窓口を変

更させていただきます。

つきましては、これまで石川サービスセンタ

ーで行ってまいりました業務については、須費

川営業所で]京らせていただきますので、よろし

くお願いいたします。

-中の l~克材~i支;fz\\ さんから

・岩法寺の大竹長ーさんから

・屯/U;奇の小林良行さんから

Jシ

3，755人(十l)

1，830戸(十3)

7，596人(十日

3，841人(十4)

今
月
の
納
税

村のようす
(14年ア月 1日現在)

国
民
健
康
保
険
税

竜 [11奇

Jヒ須釜
ィー

亡Iゴ

第
一
期
分

-
団
結
帯
広

【
納
期
間
似
は
ア
月

m
g
(木
)
で
す
。

忠
れ
ず
に
締
め
ま
し
ょ
う
}

吉
田
ハ
ツ
子

百
姓
の
至
福
や
実
る
胡
ふ
摘
み

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
i

i

l
村
公
民
舘

さ
る
な
し
俳
句
会
六
月
句
会
詠
草

轟
け
ば
お
の
ず
と
虫
づ
る
感
動
の
涙

は
り
は
り
と
日
を
会
み
夏
蚕
青
く
な
る

小
針
益
史

職
退
さ
し
夫
の
所
在
や
芋
の
花

小
学
生
の
担
問
を
受
け
ぬ
触
れ
令
い
の
老
の
験
も
つ
い
潤
み
つ
つ

手
花
水
の
孫
の
情
〕
ぼ
す
火
水
の
色

師
の
講
ゑ
に
一
斗
傾
け
し
歌
会
が
今
も
自
に
す
る
械
か

L
み
つ
つ

20日(火)

保:保健センター

公立・公立岩瀬病現

須公:須釜公民館

吉
田
沙
代

遠
雷
や
枕
を
共
に
嘉
む
母
ど

や
わ
ぐ
陽
に
烏
の
巣
作
リ
誘
い
つ
つ
庭
木
の
枝
に
巣
箱
を
下
げ
る

麦
踏
み
を
し
た
る
畑
が
恋
し
か
リ
今
高
速
道
に
埋
め
尽
く
、
さ
れ
て

溝
井
は
な
よ

者
一
(
弓
は
ん

点
滴
の
一
雨
だ
れ
に
似
て
走
リ
祐
一
雨

友
か
ら
の
便
り
と
共
に
山
根
漬

12 空き缶やコミの投げ播てはやめましょう

由
記

真
知華

仁
美

美
枝

春
恵

13 



私
の
ふ
る
さ
と

玉川村役場 n(0247)57 -3101編集/総務課印刷/(有)円谷印刷 (毎月15日発行)

大和田美和吾さん
「暑い夏にむかつて

体力をつけよう ! J 

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9

シリーズ

今日の食車 ⑧

ー
東
京
都
新
宿
区
|

米

原

一

十

六
さ
ん
日
高
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
東

京
都
新
宿
区
で
す
。
両
親

は
、
四
谷
三
丁
目
で
今
も

商
売
を
営
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
は
、
富
久
町
と
い
う

場
所
に
家
が
あ
り
、
近
所
に
は
新
宿

御
苑
や
花
園
神
社
が
あ
り
ま
す
。
新

宿
御
苑
は
、
広
大
で
樹
木
が
多
く

一

年
を
通
し
て
四
季
折
々
の
風
情
が
楽

し
め
る
憩
い
の
場
所
で
す
。
特
に
春

は
「
追
い
分
だ
ん
ご
」
を
買
っ

て
大
勢

の
人
々
が
花
見
に
訪
れ
ま
す
。

花
園
神
社
は
商
売
の
神
様
で
、
毎

日
の
よ
う
に
参
拝
客
で
賑
わ
っ
て
い

夏パテを防ぐため、舎から「タンパク質J(肉・魚、・大豆・大豆

製昂などに多く言まれます。)や痕労回復ビタミン「ビタミン

B1J(豚肉-レバー-ウナギ豆類などに多く言まれます。)を十

分とるよう注意しましょう。

舎円は、先月に引き続き「介護者のつどいjで吉の大和田美

和喜さんが紹介した元気の出る「すいとんJです。暑い時に熱

いすいとんと思われる方もいるかと思いますが、暑いからと

いって冷たいものばかり食べていては、食欲がなくなり、体力

低下をひきおとし、夏パテをひどくしてしまいます。一皿で主

食主菜副菜をかねた一日です。是非おためし下さい。

ま
す
。
十
二
月
に
は
酉
の
市
が
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
露
屈
が
並
び
、

色
と
り
ど
り
の
熊
手
を
売
っ
て
い

ま
す
。
熊
手
を
買
う
と
景
気
付
け

に
手
拍
子
を
し
て
締
め
て
く
れ
ま

す
。
大
抵
は
、

二
の
酉
ま
で
で
す

が、

三
の
酉
ま
で
あ
る
年
は
火
事

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

朝
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
行
き

交
い
、
同
甘
一は
デ
パ

ー
ト
に
出
入
り

す
る
人
々
、
夜
は
娯
楽
に
耽
る
人

達
で

二
十
四
時
間
眠
ら
な
い
街
、

新
宿
で
す
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
存
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(2
U
1
4
6
2
1
)
 

一材料(10人分)ー 【下準備】

・人 参 2本→いちょう切りにする

・ごぼう 1本→度をそいで、ささがきにして、水にさらす

・油あげ 10枚→熱湯で油扱きして、短冊に切る

・豚ばら肉(スライス) 350~400g 

・二 ラ 2東→3cm位に切る

・すいとんの粉 1袋→ボールに移し、少なめの水で固めに

さっくりまぜる

豆亘

一作り方 一

① ごぼう、人参を少量の油でいため、油あげを入れ水を入れ

る。ふっとうしたら肉を入れ、ァつを取る。

①にみそを入れ昧をととのえ、 二ラを入れ、すいとんを

スプーンですくい入れる。

すいとんに火が通ったら出来よがり。

適そ-み

② 

1
1
1
U山

w
‘，sj
F
f

A
U
ld
杭
則
正

a
n
"
院
一，J
-
凶
da-
引

a
，

、べ
1
1

4
e
JZ

!

日園・・
1

・
、

⑤

'
H
ab
帆
ト
・
9

内
川
川
比
ド
ド

心に残る我がふるさと

『手づくりの劇J
i奇玉県川口市

佐久間一 栄さん

(北須釜出身 佐久間スイさんの長男)

E憲章司11幹曽iI:I5.i1:1

③ 

当
時
、
学
芸
会
に
は
ク
ラ
ス
毎
に

合
唱
や
劇
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
の
が

恒
例
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
生
活
最
後
の
思
い
出
に
と
、

自
分
達
は
手
づ
く
り
の
劇
を
や
ろ
う

と
の
話
が
も
ち
上
が
り
、
自
作
自
演

の
劇
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
思
い
出
を

書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

設
定
は
非
行
に
走
っ
た
少
年
が
真

近
に
迫
っ
た
就
職
、
進
学
を
控
え
、

自
分
の
所
業
を
反
省
し
葛
藤
す
る
な

か
で
不
良
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
決
別
を

誓
い
、
友
情
に
も
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

暴
力
や
嫌
が
ら
せ
に
耐
え
、
見
事
に

更
生
し
て
行
く
姿
を
描
い
た
も
の
で

し
た
。

当
時
、
「
太
陽
の
季
節
」
が
若
者
の

心
を
捉
え
、
太
陽
族
と
称
さ
れ
る
兄

チ
ャ
ン
が
街
中
を
悶
歩
す
る
時
世
か

ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

級
友
の
人
望
の
厚
か
っ
た
吉
村
君

(会
員
)
に
脚
本
づ
く
り
や
舞
台
演
出

を
お
願
い
し
、
総
括
的
責
任
者
と
し

て
手
腕
を
振
る

っ
て
も
ら

っ
た
。
各

自
は
役
づ
く
り
に
専
念
、
リ
ア
ル
な

表
現
方
法
を
工
夫
し
、
良
か

っ
た、

悪
か
っ
た
な
ど
と
お
互
を
批
評
し
あ

い
な
が
ら
、

一
体
と
な
っ
て
取
組
ん

で
い
た
様
は
今
で
も
鮮
明
に
魁
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
劇
を
通
じ
て
培
っ
た

友
情
と
信
頼
は
、
い
っ
そ
う
確
か
な

も
の
と
な

っ
て
永
く
心
の
支
え
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年

一
月
、
還
暦
を
兼
ね
た
同
級

会
が
聞
か
れ
、
思
い
出
を
共
有
す
る

竹
馬
の
友
と
の
出
会
い
は
懐
か
し

く
、
時
間
を
忘
れ
て
の
語
ら
い
に
感

動
し
、
旧
交
を
温
め
て
参
り
ま
し
た
。

最
後
に
玉
川
村
の
発
展
を
願
い
な

が
ら
、
東
京
玉
川
会
会
員
の
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

14 
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